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１．はじめに

地域の環境、地球の環境が大きく変質しつつある今日、

環境の将来の危うさが懸念され、「生物多様性の保

全」と、「健全な生態系の持続」という概念が生まれ

た。近年、地域の生物多様性の保全に関する研究が活

発に行われている。またその一環として、地域の生物

学的・文化的・歴史的情報を次世代の教材として活用

するために、博物館や研究施設などでは、研究資料を

デジタル記録化しておく必要性が生じている。

２．デジタルフォレストミュージアムの必要性

人々の自然への関心の高まりと共に、最近自然をその

まま展示物とする森林博物館の設置が増加している。

このリアルミュージアムの設置にとともに、国内外の

アクセスが不可能な人々を対象とした情報発信をする

ためのバーチャルミュージアムを同時に運営する必要

性が生じている。また、生物多様性の保全が重要視さ

れるにともない、地域レベルでは開発行為をともなう

リアルミュージアムではなく、自然に手をつけないバ

ーチャルミュージアムを運営する形態が増加している。

従ってデジタルフォレストミュージアム（図１）には、

地域の森林情報をデジタル化し、１．生物多様性を次

世代へ残す　２．広く伝える　３．教育的需要により

社会還元する　という３つの役割が重要である。

図１　デジタルフォレストミュージアム
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３．提案

博物館の情報と人をつなぐための重要な点は、調査、

研究などの学術的な資料を、いかにわかりやすく公開

するかという手法にある。情報の受け手である一般の

人々の認知レベル（図２）は、テキスト情報によるよ

りもビジュアル情報による方が高いものと思われる。

特に若年層においてはその傾向が顕著であろう。従っ

て、効果的に情報を伝えるには、学校教育の効果を高

める必要性により、情報のノンバーバルなコミュニケ

ーション形成が避けられない。本研究では、デジタル

フォレストミュージアムの第一歩として、森林に生息

する種とその生態に対する情報のビジュアルデータベ

ース化をする事により、森林の生物多様性の情報提供

の基礎資料とする。

図２ 認知レベル

４．現在のwebに見られるミュージアム

生物の種と生態に関し、既存のwebを検証した。web

上の植物図鑑の種検索用データベースでは、文字表示

のリストのみで、ビジュアル情報が見あたらない。検

索システムも用意されていない。種の個別情報のペー

ジでは（図３）、文字が多く、写真が小さかった。生

物多様性のページにおいては、食物連鎖の仕組みをビ

ジュアル化しているが、種名などは文字で表記されて

いた（図４）。これらのwebユーザビリティ評価（図

５）を行ったところ、低い点数が得られた。文字の多

さがアフォーダンスを低めており、ノンバーバルコミ

ュニケーションが形成されていない。従って今後は、

ユニバーサルデザインの提案と、その中でインタフェ

ースへの接しやすさを高めるためのメタファを用いた

情報提示が必要とされるであろう。



図３　植物図鑑－種の個別情報

図４　生物多様性を示す食物連鎖の図

図５．ホームページによる評価手法（長による）

４．ユニバーサルデザイン

４－１　方針

テキストデータベースを３次元モデルにデザインする

（図５）。仮想空間における時間軸の拡大・伝達空間

軸の拡大という特性を生かし、それぞれの情報の時間

的拡がり、膨大なデータの量をビジュアル化する。

図５　テキストデータベースのビジュアル化

４－２　デザイン内容

検索画面は樹木の３次元モデルを情報のメタファとす

る。樹木は360°の角度によって見え方が違う。その

特性を生かし、四季を分けて表示する。最終的に１年

の情報として１本の木となる。データベース検索の画

面においては、樹木の生長特性から、古い情報は幹や

根に近い方向へ、新しい情報はより先端部の成長点に

近い方へと方向性を持ったデータ配置をする（図６）。

図６　季節別開花植物検索ラフモデル

５．今後の課題

web 上で公開されている多くのデジタルミュージア

ムにおいては、データベース検索画面上の多量な文字

表示が、目的情報を入手困難にしている。本研究では、

生物的多様性の保全に関する研究成果の伝えにくい情

報を、提供者とユーザの間に介在するユーザビリティ

評価によって、より効果的に伝える方法を提案した。

すなわちメタファを扱った表現方法やユニバーサルデ

ザインを用いることでユーザビリティは高まる。今後

の課題は、人と機械におけるインタラクティブなコミ

ュニケーション形成により、文化的に重要な情報をい

かに速やかに伝えるかであろう。

６．まとめ

この研究の発展により、日本の森林文化が広く世界に

認識され、生物的多様性の保全のための議論の材料と

なることを期待している。今後も「デジタルフォレス

トミュージアム構想」を実現し、充実させることを目

的として、さらに検討を進めていきたい。
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